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「地球社会を１つの共同体としてとらえ、国際協調によりまして、国際社会の直面する困難を打開しようとする動

きも見ることができます」（1980 年 1 月の施政方針演説）――大平正芳首相 

 

〈著者紹介〉長 史隆（ちょう ふみたか）：1986 年生まれ、立教大学兼任講師。国際関係史・日米関係研究専攻。 

 

～版元から～ 現代世界を考える原点は 1970年代にあります。この時代から、グローバル化の進展により世界は多元的様相を強め、環

境・エネルギー問題や難民・人権問題といった新たな国境横断的課題が噴出するようになりました。そのなかで、西側先進国では「地

球」を１つの単位と捉える世界認識が次第に広がっていきました。本書は、伝統的な日米２国間の政治・外交関係にとどまらず、日米

文化摩擦や動物をめぐる命の問題など、社会・文化的な側面をも重視することで、新たな国際関係史のあり方を提示します。
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